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4-3 インターネット基盤

インターネットガバナンスフォーラム
2023年会議に向けて

木下 剛 ●一般財団法人インターネット協会 副理事長

国連主催のインターネットガバナンスフォーラム第18回会議が、2023
年10月に日本で開催される。国内マルチステークホルダーのインター
ネットガバナンスへの関心が高まる契機となることが期待される。

■IGF会議とは
　インターネットガバナンスフォーラム（IGF）
は、国連が主催する世界情報社会サミット（WSIS）
からの重要な成果として国連事務総長に委任され
2005年に設立されたフォーラムである。グロー
バルリソースとして発展を遂げたインターネット
のガバナンスについて、マルチステークホルダー
が一堂に会して対話を行うこのフォーラムの年次
会議は、北半球、南半球を問わずさまざまなホス
ト国にて、これまで17回にわたって開催されて
きた。
　IGF会議には政府機関関係者や国・地域単位の
IGFイニシアチブ（National and Regional IGF
Initiatives：NRI）、技術コミュニティ、民間企業、
市民社会など、さまざまなステークホルダーが対
等の立場で集まる。そして、対話と意見交換を通
じてインターネットガバナンスに関するリスクや
課題について共通の理解を形成し、経済発展と社
会の安定性を損なわない政策を検討すること、さ
らには国際政策協調のためのベストプラクティ
スを共有することが、この会議の大きな目的であ
る。近年の会議では、デジタルデバイドを生じさ
せずにインクルージョンやトラストを推進すると
いう公平性や権利論に根差す議論から、個人デー

タ保護、サイバーセキュリティ、AIなどのデジタ
ルテクノロジー、データ流通促進政策分析、SDGs
や気候変動に関する先端的議論に至るまで、デジ
タル社会と経済におけるビジネスおよび政策的重
要性の高いガバナンス課題についての議論が繰り
広げられている。
　会議は毎年第4四半期に5日間の期間で開催さ
れ、約300のセッションに世界170か国以上から
約5000人（オンラインを含めると1万人）もの
人々が参加する。多様性の観点から男女比率もほ
ぼ半数であり、参加地域の分布も、2020年に発
生したパンデミック以降、オンラインと対面参加
のハイブリッド形式に会議体が進化したことで、
開催地域に偏らず南北半球、先進国、新興国と全
世界で均衡がとれた構成となっている。

■IGF運営の概要
　IGFの運営は国連経済社会局（DESA）配下の
IGF事務局が担当しており、会議の構成は、国
連にて選出される50人前後のメンバーから成る
年次マルチステークホルダー・アドバイザリー・
グループ（Multistakeholder Advisory Group：
MAG）によって編成される。MAGは、年次会議
の開催に向けてIGFコミュニティからボトムアッ

220 第4部 サイバーセキュリティとインターネットガバナンス

インターネット白書／©1996-2023 Impress Sustainable Lab.



1

2

3

4

5

プ方式で最新のガバナンスに関する具体的な課題
について意見、提案を募り、ガバナンス課題の解
決に向けた年次テーマとメインセッションを編成
しながら会議全体のプログラムを最終的に決定す
る。また、この過程においては国連事務総長から
のトップダウンの要望に対応する仕組みが取り入
れられており、トップダウンとボトムアップそれ
ぞれのアプローチの両立を図っている。

■IGF会議の構成
　会議は主に以下のようなセッションで構成さ
れるほか、年次会議に向けてさまざまな準備会合
も実施されている。また、世界中のステークホル
ダーへの参画機会の提供や、ガバナンスに関与す
る永続的な人材開発といった観点から、会議のま
とめと全セッションの書き起こしがIGFのウェブ
サイトで公開されている1。

●テーマ別セッション
　IGFコミュニティからボトムアップ方式で広く
募られた、年次IGFテーマに基づいたセッション。

●ハイレベルリーダーズ会議
　国連機関、各国政府、民間企業、市民社会、技
術コミュニティなど各ステークホルダーグループ
のハイレベル有識者で構成された会議。

●ユーストラック（若い世代との対話と交流）
　将来のインターネットガバナンス人材の開発を
目的とした会議。

●国会議員円卓会議（Parliamentary track）
　2019年のIGFから加わった新たな会議体。次
世代のインターネットガバナンスの規制の枠組み
を作成する立場にある世界各国の議会メンバー
による、デジタル空間に関する法律の主要な原則

や、デジタル政策全般についての国家間での意見
交換を目的とした会議。

●インターセッションワークトラック（PN、BPF、
DC、リーダーシップパネル）
・ポリシーネットワーク（Policy Networks）：政
策ギャップや地域の固有性など、現状のオープン
で相互運用可能なインターネットにリスクをもた
らす問題を特定することに専念した組織。
・ベストプラクティスフォーラム（Best Practice
Forums）：コミュニティ主導のボトムアップアプ
ローチによりグローバルグッドプラクティスを収
集し、さまざまな組織、専門家、個人から広く知
識を集め具体的なベストプラクティスの成果文書
という形でアウトプットを提供するフォーラム
（例：サイバーセキュリティBPF）。
・ダ イ ナ ミ ッ ク コ ア リ ジ ョ ン（Dynamic
Coalitions）：さまざまなステークホルダーの協
働による問題解決を目指し、DCCG（Dynamic
Coalition Coordination Group）の調整のもとに
活動するコミュニティ主導のグループ。現在24
のDCの活動グループが存在し、インターネット
の権利と原則、接続されていない人々を接続する
ための革新的なアプローチ、アクセシビリティと
障害、子どものオンラインの安全性などのトピッ
クをカバーしている。
・リーダーシップパネル（Leadership Panel）：
国連事務総長による戦略的な高レベルのマルチ
ステークホルダー機関として15人のメンバーか
ら成るパネル。IGFの構造的な変革や長期的な持
続可能性を推進するための検討、GDC（Global
Digital Compact）に向けたIGFからのインプッ
ト貢献に努めている。

■近年のIGFの変遷と変革の兆し
　IGFは2015年に、設立時に設定された10年の期
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限を迎えたが、同年末に開催された国連WSIS＋
10 High Level会議にて、2025年までの任務延長
が決定された。この年に国連で採択された「2030
年までにSDGsを達成する」という目標に向けて、
IGFは、インターネットがSDGsにどのように貢
献できるのかについて議論を行うための、実質的
なマルチステークホルダーのプラットフォームを
提供している。
　翌年のIGF会議に先立って、インターネット基
盤技術関連の重大な節目であったIANA（Internet
Assigned Numbers Authority）の移管プログラ
ムが滞りなく達成されたこともあり、IGF 2016
では、インターネット接続による基本的人権の尊
重、経済成長、2030年までのSDGs達成に向けた
新たなインターネットガバナンスといったテーマ
に関しても発展がみられた。結果として「次の10
億人をつなぐための政策オプション」が、IGFコ
ミュニティ主導でボトムアップアプローチにより
生み出された。
　また、近年ではインターネットに接続されてい
るかどうかに関係なくデジタル技術への依存度
が高まっており、経済活動におけるデジタルデー
タ、AI活用によるプライバシー問題、急増する高
度なサイバー脅威問題など、多様かつ複雑化した
課題が世界的に顕在化してきている。これらを背
景として、IGF 2017では、オープンなインター
ネットの未来を強化しながら、イノベーションや
経済成長を支えるサイバースペースと、重要イン
フラ保護、国家安全保障上の問題などを念頭に置
いた活発なガバナンス会議が鮮明化した。また、
「データガバナンス」においてもデータ保護の枠
組みの観点に加えて、AIが社会に浸透していくデ
ジタル化時代の自由と人権について、法律面から
考えたデジタルポリシーの整備に関しての活発な
意見交換が行われている。
　デバイド問題の解消に向けたボトムアップアプ

ローチと並行し、デジタル政策を担う国連トップ
や政府リーダーが主導したマルチステークホル
ダーによるインターネットガバナンス提言が積
極化した節目となったのは、IGF 2018であった。
同会議では、広範囲のステークホルダーに適用さ
れる拘束力のあるサイバーセキュリティ協定がな
いことが諸問題をさらに深刻化させている現状を
踏まえて、官民インターネット各界からの幅広い
支持を得た形で、フランス首相が「パリ・コール」
を宣言した。これはサイバー空間における安全保
障のための国際共通原則であり、マルチステーク
ホルダーが相互に責任を持ちながら「信頼できる
社会システムとしてのインターネット」を発展さ
せていくことを呼び掛けたものである。
　また、国連事務総長が今後のIGFへの新たな期
待と変革を表明したのもIGF 2018であった。そ
の後、2019年の国連による「デジタル協力に向け
た提言」を踏まえ、2020年の国連創立75周年の
タイミングで「デジタル協力に向けたロードマッ
プ」が示された。さらに2021年9月には事務総長
報告書「Our Common Agenda」にて2、2024年
の未来サミットで合意を目指す「グローバル・デ
ジタル・コンパクト（GDC）」が提唱され3、GDC
実装への貢献を期待されるIGFの役割見直しが始
まった。

■グローバル・デジタル・コンパクト
（GDC）
　デジタル技術は、SDGsへの貢献を含めて大き
な可能性を持つが、同時に社会や環境に害を及
ぼす危険もある。GDCは、「すべての人にとって
オープンで自由かつ安全なデジタルの未来のた
めの原則」を概説する指標である。デジタル接続
性、インターネットの分断回避、データ利用方法
に関する選択肢の提供、オンラインでの人権の適
用、差別や誤解を招くコンテンツに対する説明責
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任基準の導入による信頼性の高いインターネット
の促進など、包括的なガバナンス候補が提案され
ている。
　このGDCの提唱に伴い、これまで異なる立場
のステークホルダーが諸問題について意見を交換
するだけにとどまっていたIGF会議も、より具体
的な解決策を模索していくことが求められるよう
になった。明確に実行可能な成果を生み出すため
の会議体となるべく、IGF 2022に向けて運営と
任務の改革が進められ、結果として組織の枠組み
に新たな「リーダーシップパネル」と呼ばれるマ
ルチステークホルダー・ハイレベル機関を導入す
ることが決定された。

■IGF 2022のハイライト
　第17回IGF会議は、アフリカのエチオピアにて
ハイブリッド形式で2022年11月28日から開催
され、世界170か国から5000人超の参加をみた。
「共有された持続可能な共通の未来のためレジリ
エント・インターネット（Resilient Internet for
a shared, sustainable, and common future）」を
大きなテーマとしたうえで、さらに以下の5つの
サブテーマが設けられ、全体で300のセッション
にて、インターネットとデジタル政策に関する
差し迫った問題についての議論がなされた。これ
らのテーマはIGFコミュニティからの提案に加え
て、IGF 2022からGDCへとインプット貢献する
ことを勘案し決定されている。
・すべての人をつなぎ、人権を守る（Connecting
All People and Safeguarding Human Rights）
・インターネットの分断回避（Avoiding Internet
Fragmentation）
・データの管理とプライバシーの保護（Governing
Data and Protecting Privacy）
・安全、セキュリティ、アカウンタビリティの実現
（Enabling Safety, Security and Accountability）
・AI を含む先端技術への対応（Addressing

Advanced Technologies, including AI）

■IGF 2023開催に向けて
　2023年、日本国政府の提案、誘致活動によっ
て、IGF会議が日本で初めて開催されることと
なった4。第18回IGF会議は、優先候補となる課
題テーマがIGFコミュニティにて募集されている
段階であるが、グローバルレベルで「信頼できる
社会システム」として発展する最新のインター
ネットに関わるインフラ、サイバーセキュリティ
関係ポリシーのみならず、デジタル（エコノミー
とテクノロジー）、データガバナンス、SDGs、気
候変動問題、GDCなど、グローバル社会の根幹に
関わるガバナンス議論が必要とされる重要なタイ
ミングでの開催となる。
　日本にIGFが誘致されたこの機会を最大限生か
し、会議を盛り上げていくため、2022年11月に
は日本IGFタスクフォースが発足した5。国内の
マルチステークホルダーの参画、活性化に向け
て、インターネット関係にとどまらない幅広い層
へのアプローチが今後予定されている。他にも国
内の活動としては、2021年から有志のグループ
「IGF 2023に向けた国内IGF活動活発化チーム」
が、IGF会合の報告会や独自の国内会合開催を通
じた活動を展開してきた。この活発化チームも、
日本IGFタスクフォースに設立発起人として参加
しており、共にIGF 2023を目指す形となった。
　国内初開催となるIGF 2023は、複雑化するデ
ジタル社会と最前線のグローバルガバナンスを取
り扱う会議に直に触れられる貴重な機会である。
デジタル政策に関わるさまざまな関係者、DX、
SDGs、気候変動問題に関心を持つ幅広い業界の
民間企業や、研究機関、学生、一般個人を含むマ
ルチステークホルダーからの関心、関与が大きく
高まる契機となり、IGF 2023が盛会となること
を期待する。
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1. IGF年次会議報告書
https://intgovforum.org/en/content/igf-annual-meeting
s-proceedings

2. 国連事務総長レポート「Our Common Agenda」
https://www.un.org/en/content/common-agenda-report/
assets/pdf/Common_Agenda_Report_English.pdf

3. 「Global Digital Compact」提唱とバックグラウンド
https://www.un.org/techenvoy/sites/www.un.org.techen
voy/files/Global-Digital-Compact_background-note.pdf

4. 国連 IGFトップページ
https://www.intgovforum.org/en

5. 日本 IGFタスクフォース
https://igf2023taskforce.jp
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